
8/8(木) 10:00 ～ 17:30
受付は9:30から

会　場　名古屋大学東山キャンパス
対　象　東海地区の高校生（学年は問いません）
参加費　無料（交通費、昼食代は各自負担）
募　集　45名程度（応募者多数の場合は抽選）

問合せ先
名古屋大学工学部マテリアル工学科 テクノサイエンスセミナー実行委員会
TEL 052-789-3348 E-mail yamamoto.takahisa@material.nagoya-u.ac.jp
http://www.material.nagoya-u.ac.jp/tss/2019.pdf

高校生のための体験学習（講義と実験）

令和最初のテクノサイエンスセミナーは、マテリアル工学科！

名古屋大学工学部 テクノサイエンスセミナーTSS

参加申し込み書を郵送してください！
〒464-8603 名古屋市千種区不老町
名古屋大学工学部マテリアル工学科
TSS実行委員会 宛
7月12日（金）必着！

大学の研究室を体験しよう！

3Dプリンタでしか作り出せない超々軽量材料！

超精密なふるいを使って水をキレイに！

原子って見えるの？超高分解能透過型電子顕微鏡！

炭素繊維をリサイクル！

全固体リチウムイオン電池を作ろう！

人工知能AIを使えば、物体を再構成できる！

CO2を燃料に変えて地球温暖化を抑制しよう！

光を閉じ込めるナノ構造を使って太陽光発電素子を作り出そう！

後　援　 愛知県教育委員会、名古屋市教育委員会、名古屋産業科学研究所



東海地区の高校生の皆さんへ
名古屋大学工学部では、毎年東海地区の高校生を対象にして、テクノサイエンスセミ

ナーTSSを開催しています。工学部に所属する研究室を訪れて、講義や実験を体験できま
す。大学のキャンパスや、研究室の雰囲気や、いろんなことが体験できます。令和の最初
は、マテリアル工学科が担当します！「マテリアルってなんだろう」と題して、模擬講義
やマテリアルを体験できる8テーマを用意しました。セミナーの最後には、高校生の皆さ
んが大学教員・大学院生と直接触れ合うことのできる交流会も設けました（参加任意）。
ぜひ、この機会にマテリアル工学科を体験してみてください！

当日のスケジュール
9：30 受付開始

10：00 学科長挨拶、全体説明、実験時の諸注意事項説明
マテリアル工学科の紹介

11：00 講義（各テーマごとに分かれて講義を受けます）
12：00 昼休み（各自学生食堂等を利用）
13：00 実験（各テーマごとに分かれて、体験実験を行います）
16：00 実験終了、質疑応答、アンケート記入、写真撮影など
16：30 交流会（希望者のみ、参加自由）（～17：30頃まで）

参加申し込みの方法
次頁の8テーマの中から希望テーマを第三希望まで選び、このリーフレットの最終ペー

ジにある参加申込書に必要事項を記入して、下記まで郵送で申し込みください。参加申込
書はコピーして使用いただいても構いません。下記Webページからもダウンロードできま
す。なお、応募多数の場合には抽選とさせていただきます。また、申し込み状況によって
は希望のテーマを受講できない場合もありますのでご留意ください。

申し込み先
〒464-8603 名古屋市千種区不老町 名古屋大学工学部マテリアル工学科
テクノサイエンスセミナー実行委員会 宛
締め切り：2019年7月12日（金）必着
結果通知：7月末頃、申込者全員に通知します
主催者の負担で参加者全員に最低限の保険に加入して頂きます。安全には細心の注意を払
いますが、補償は加入した保険の範囲内に限らせていただきます。

問い合わせ先
〒464-8603 名古屋市千種区不老町 名古屋大学工学部マテリアル工学科
テクノサイエンスセミナー実行委員会（担当：山本 剛久）
電話：052-789-3348
E-mail：yamamoto.takahisa@material.nagoya-u.ac.jp



テーマ1 炭素繊維をリサイクルしよう テーマ2 全固体リチウムイオン電池を作って
みよう

テーマ3 超精密なふるいで水をキレイに
してみよう

テーマ4 人工知能AIを使った物体再構成技術
の世界

テーマ5 CO2を燃料に変えて地球温暖化抑制
に挑もう！

テーマ6 3Dプリンタを使って自分でデザイン
した超々軽量材料を作ってみよう！

テーマ7 原子って見えるの？超高分解能透過
型電子顕微鏡の世界を体験しよう

テーマ8 光閉じ込めナノ構造＆太陽光発電
素子を作って評価してみよう

炭素繊維強化プラスチック（CFRP）とは、炭素繊維を
複合化して強度を向上させた樹脂のことで、飛行機や機
械部品、テニスラケットなどに使われています。その利
用は日々広がる一方、炭素繊維は
高価なため、使用済みCFRPから炭
素繊維を回収する技術が求められ
ています。そこで本テーマでは、
高温の水を使って炭素繊維強化プ
ラスチックのプラスチックのみを
溶かし、炭素繊維を取り出すこと
に挑戦します。

全固体電池は電気自動車やIoTの電源として注目されて
います。本実験では、当研究室が開発した“その場形成電
極”を用いる全固体リチウムイオン電池をスパッタリング、
パルスレーザーアブレーション法などの成膜装置を用い
て作製し、グローブボックス中お
よび大気中で全セラミックス電池
が本当に動くことを見て頂きます。
また、電池の究極負極材料として
期待されている、世界で最も軽量
な金属“Li”に触り、他の金属との違
いを体感してみましょう。 

21世紀は水の時代です。キレイで安全な水を得ることは、
皆さんの生活のためにも未来の地球のためにも、とても
重要な課題です。そのカギを握る技術が膜ろ過です。膜
と呼ばれる超精密なふるいを用いれば、1ミリの100万分
の1の物質までもこし取ることが
できます。さらに膜ろ過はクリー
ンで省エネルギーのエコな技術で
す。膜を用いて濁った水をろ過し、
膜の水浄化能力の高さを実感して
ください。 

画像の特定領域の検出と認識を行う
最近のAI技術について、自動運転や
病院におけるレントゲン写真の画像
診断にも用いられるようになってき
たディープラーニングによる手法を
金属材料組織に適用するコンピュー
ター実験をとおして体験しましょう。
さらに、そこで得た連続断層像を
使って、三次元で材料組織形態を見
てみましょう。 

CO2の排出が問題になっています。そこで、太陽光や風
力発電で余った電気から水素を作り、CO2と反応させて
燃料を作ることが検討されています。私たちの研究室で
は、原料の供給、反応の温度、ガスの分析をコンピュー
ターでコントロールしながら、触媒を使って、CO2と水
素から燃料を合成する実験を行います。 

3Dプリンタを使うと、コンピュータの中に描いたバー
チャルな図形をそのままの形でリアルな世界に再現でき
ます。また、今までの方法では、絶対に作れなかったよ
うな複雑な形状の製品も
生み出すことができます。
皆さん自身がデザインし
た超々軽量ラティス構造
体を3Dプリンタで作っ
てみましょう！猛烈な勢
いで進化しているデジタ
ルものづくりを体験しま
せんか？ 

マテリアルの特性は原子・電子レベルの状態で決定され
ます。原子をどう配置するか、原子と原子の結合をどう
制御するか、これが先端マテリアル開発にとって極めて
重要となります。超高分解能透過型電子顕微鏡（TEM）
を用いると、その原子を直接見ることができます。ス
マートフォンなどに使用されている
電子セラミックを作製し、TEM観
察用試料の調整方法を体験し、そし
て、最先端のTEMを使って、その
原子構造を見てみましょう！ 

皆さんの家にも設置され、よく見かけるようになった太
陽電池。太陽電池はまだまだ進化しています。最近では
有機半導体をシリコン基板に塗るだけで太陽電池になる
ことがわかってきました。また、
ナノ構造を利用することでエネ
ルギー変換効率を向上させよう
とする研究も進められています。
そ の よ う な 最 新 の テ ク ノ ロ
ジー・設備を利用して、皆さん
の手で実際にナノ構造＆太陽光
発電素子を作り、評価してみま
しょう。 



令和元年度 名古屋大学工学部
テクノサイエンスセミナーTSS 2019

マテリアル工学科

参加申込書
申し込み先

〒464-8603 名古屋市千種区不老町 名古屋大学工学部 マテリアル工学科
テクノサイエンスセミナー実行委員会 宛

締め切り
7月12日（金）必着！

下記枠内に必要事項をご記入の上、郵送にて申し込みください。

ふりがな

氏名

生年月日（＊保険加入時に必要です） 平成 年 月 日

住所

〒

電話番号（固定・携帯いずれでも可）

高校名・学年

保護者氏名

返信用ラベル

参加案内資料などを
送りしますので、住
所と氏名を記入くだ
さい。

住所

氏名

希望テーマ
（テーマ番号を記入してください）

第一希望 第二希望 第三希望

様

〒

この用紙は必要に応じてコピーしてご利用ください

E-mail


